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こ
の
菊
の
祭
典
は
昭
和
四
十
六
年
の
大
造
営
を
奉
祝
す
る
神
賑

行
事
の
一
っ
と
し
て
、
同
年
第
一
回
大
会
が
開
催
さ
れ
、
今
年
で
三

十
六
回
目
と
な
る
。

境
内
に
は
九
州
各
県
、
山
口
の
菊
愛
好
家
約
二

0
0
人
か
ら
、
丹

精
込
め
て
育
て
ら
れ
た
菊
約
一
1
1
0
0
0鉢
が
出
品
さ
れ
質
・
量
と

も
に
西
日
本
最
大
で
あ
る

o

i

開
催
に
あ
た
っ
て
は
ま
ず
t
>
り
“

十
月
下
旬
宗
像
地
区
商
工
会

青
年
部
の
有
志
に
よ
る
ハ
ウ

ス
設
営
奉
仕
、
翌
日
宗
像
大

社
菊
花
会
員
に
よ
る
ハ
ウ
ス

組
立
奉
仕
が
行
わ
れ
、
二
十

九
日
に
は
協
賛
会
社
奉
仕
卜

ラ
ッ
ク
で
南
は
鹿
児
島
、
西
は

長
崎
、
東
は
大
分
、
北
は
山
口

か
ら
菊
花
が
一
同
に
境
内
に

搬
入
さ
れ
た
。

ま
た
、
毎
年
恒
例
と
な
っ
た

宗

| 12月祭事暦 I
つさなみ

1 毎月 1 ・ 15日月次祭
午前10時
高宮祭
第二宮•第三宮祭
引き続き

宗像護国神社
月命日祭(1日）
巡拝(1 5 日）
午前 11 時～
総社祭
補安舞奉奏(1日）
盟栄舞奉奏(1 5 日）

| 17日
午前6時～ 古式祭
午前6時30分～御座
午前10時～ 鎮火祭

|19日松尾神社祭
午前11 時～

|23日天長祭
午前11 時～

|31 日
午後3時～年越しの大祓式

引き統き除夜祭

境
内
を
彩
り
約
一
ヶ
月
間
に
亘

り
、
御
参
拝
の
皆
様
を
楽
し
ま
せ
た

西
日
本
菊
花
大
会
も
盛
大
裡
に
終

了
し
た
。
担
当
者
の
一
人
と
し
て
、
こ

の
大
会
の
お
世
話
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
早
三
年
目
に
な
る
▼
社
務
と
は
い

え
、
こ
れ
ま
で
は
菊
を
見
て
も
「
き
れ

い
」
「
す
こ
い
」
等
の
言
葉
し
か
出
な
か

っ
た
。
そ
れ
が
、
出
品
者
の
方
と
関
わ

る
よ
う
に
な
り
、
な
ぜ
菊
を
作
る
の

か
、
ま
た
、
製
作
方
法
等
次
第
に
興
味

が
湧
き
、
少
し
ず
つ
菊
が
好
き
に
な
っ

て
き
た
▼
菊
の
見
方
・
作
り
方
な
ど

を
伺
い
、
菊
に
つ
い
て
の
学
び
始
め
た

が
奥
が
深
す
ぎ
容
易
に
い
か
ず
、
現

在
は
自
分
自
身
の
テ
ー
マ
を
決
め
て

取
り
組
ん
で
い
る
▼
今
年
の
テ
ー
マ

は
盆
栽
の
型
。
出
品
者
の
方
に
マ
ン
ツ

ー
マ
ン
で
教
わ
り
、
岩
付
・
木
付
．
直

幹
・
懸
崖
・
根
連
り
•
寄
植
え
な
ど
あ

る
程
度
盆
栽
の
型
を
覚
え
る
こ
と
が

き
た
▼
あ
る
盆
栽
菊
の
作
品
に
枯
れ

た
菊
が
混
ざ
っ
て
い
た
。
尋
ね
る
と
、

出
品
者
も
考
え
た
末
に
そ
の
ま
ま
に

し
た
と
教
え
ら
れ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
山

で
も
枯
れ
木
は
あ
る
だ
ろ
う
と
一

言
。
そ
の
枯
れ
た
菊
を
取
り
除
か
ず

全
体
の
調
和
で
そ
の
作
品
を
見
な
い

と
い
け
な
い
と
教
え
ら
れ
た
▼
菊
に

つ
い
て
学
び
始
め
た
と
大
そ
れ
た
こ

と
を
言
っ
て
み
た
が
、
先
の
長
い
勉
強

と
な
る
だ
ろ
う
。
来
年
は
出
品
者
の

方
か
ら
ど
の
菊
に
つ
い
て
教
わ
れ
る
か

今
か
ら
楽
し
み
に
し
て
い
る
。(
A
.
I
)
神具・装束

令井

結婚式場調度品
福岡店〒812-0045福岡市博多区東公園2-31

ぃ． 雷話福岡 (oq2)65l-q456番
、］本店〒600-8231 京都市下京区油小路六条北入

篭話 (075)341-3341 （代）～4番
(075)343-3341 番

木組の家 匠の技

煉式会社立江組
〒81 1-3 4-06福岡県宗像市稲元 1025 電話(Oq4-0)32-2567
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地
元
、
宗
像
市
立
玄
海
小
学
校
の
新
一
氏
を
審
査
長
と
し
て
、
総
勢
一
期
間
中
境
内
で
は
、
当
社
の
勅

児
童
に
よ
る
菊
花
も
展
示
さ
れ
、
七
名
で
終
日
行
わ
れ
た
。
一
使
館
を
開
放
し
た
「
茶
房
」
、
菊
み

境
内
に
一
層
の
彩
り
を
添
え
た
。
一
出
品
は
、
大
輪
・
盆
栽
．
懸
崖
•
特
一
く
じ
、
菊
苗
売
場
、
植
木
市
、
そ
し

そ
し
て
今
年
で
三
十
二
回
目
と
·
作
・
九
州
山
口
各
県
対
抗
大
輪
福
一
て
宗
像
観
光
協
会
に
よ
る
宗
像
の

な
る
九
州
菊
花
連
盟
九
州
大
会
i
助
特
別
競
技
の
五
部
門
に
分
か
]
特
産
品
の
販
売
を
行
う
「
い
っ
ぷ
く

が
、
十
一
月
六
日
ー
十
三
日
迄
、
境
一
れ
、
各
々
非
常
に
厳
し
い
出
品
碁
｝
茶
屋
」
も
設
置
さ
れ
、
平
日
も
境
内

内
手
水
舎
裏
に
て
行
わ
れ
、
切
花
」
準
、
審
査
基
準
に
よ
り
作
品
の
競
は
大
変
な
賑
わ
い
を
見
せ
た
。

競
技
、
鉢
物
競
技
が
行
わ
れ
た

0

!
技
が
な
さ
れ
、
上
位
三
位
に
は
内
ま
た
、
夜
間
菊
に
照
明
を
当
て

本
年
か
ら
の
新
た
な
菊
花
と
し
·
閣
総
理
大
臣
賞
、
農
林
水
産
大
臣
一
夜
菊
も
観
賞
い
た
だ
け
る
よ
う
に

て
、
儀
式
殿
前
に
大
分
県
中
津
市
·
賞
、
文
部
科
学
大
臣
賞
が
授
与
さ
一
し
、
日
没
か
ら
午
後
九
時
ま
で
、
心

在
住
の
古
原
正
則
氏
奉
納
に
よ
る
れ
た
。
一
字
池
周
辺
を
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
し
、
境

菊
人
形
（
お
じ
ゃ
る
丸
•
お
か
め
＿
十
一
月
十
九
日
に
は
、
神
島
宮
―
内
を
幻
想
的
に
瀕
出
し
た
。

姫
•
も
も
ピ
）
が
展
示
さ
れ
、
訪
れ
司
、
千
々
和
宗
像
大
社
菊
花
会
会
一
最
後
に
、
こ
の
菊
花
展
開
催
に
あ

る
参
拝
者
、
七
五
三
の
稚
児
達
の
長
、
吉
武
宗
像
観
光
協
会
会
長
、
宗
一
た
り
、
ハ
ウ
ス
の
設
営
、
組
立
、
菊
花

写
真
撮
影
が
絶
え
間
な
く
続
き
行
」
像
市
長
、
福
津
市
長
、
衆
議
院
議
員
一
の
運
搬
、
ま
た
、
広
報
花
壇
の
設
置

列
が
出
来
て
い
た
。
一
渡
邊
具
能
氏
ら
の
来
賓
に
受
賞
者
一
等
に
こ
協
力
頂
き
ま
し
た
奉
仕
者

大
会
審
査
は
、
十
一
月
一
日
午
i
約
一0
0

名
が
出
席
し
、
ア
ク
シ
ス
一
の
皆
様
へ
誌
面
を
借
り
ま
し
て
、
心

前
＋
時
か
ら
、
福
岡
県
農
業
試
験
一
玄
海
に
て
表
彰
式
が
午
前
十
時
よ
ー
よ
り
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

場
園
芸
研
究
所
花
き
部
長
中
村
一
り
行
わ
れ
た
。
＿
各
賞
、
受
賞
者
は
下
記
の
通
り
（
敬
称
略
）

<
<
i

4
'

渇

9

城南区 大分県知事賞 豊原 勇別府市 福岡県農業協同組合中央会長貫古川美代子小倉南区
鳥栖市 福岡県議会議長賞 成田カオル水巻町 II 二見理平都城市
山口 I/ 大畑 巌小倉南区 福岡県観光連盟会長賞倉田好雄戸畑区
ハ幡西区 I/ 高地茂敏福岡市 I/ 渡部享典小倉南区
前原市 I/ 高椋良和遠賀町 II 野村勝美田川郡
嘉穂郡 福岡県町村会会長賞中垣静男三井郡 II 御田良知太宰府市
大野城市 II 岡田 禎子大野城市 福岡農林事務所所長賞井手直義太宰府市
宗像市 I/ 野村義光東区 I/ 古賀秋吉門司区
田川郡 I/ 籾井藤子嘉穂郡 II 田中マサエ甘木市
武雄市 福岡県町村議会議長会長賞馬場園馨宗像市 II 森 弘喜宗像市
東区 // 宮野 克己朝倉郡 （社）福岡県中小企業経営者協会貫高崎 里治福智町
宗像市 /1 田中和夫遠賀郡 // 三口澄夫宗像市
大野城市 // 佃 俊美田川郡 // 石原睦生宮崎
宇部市 福岡県教育委員会賞占部正彦宗像市 // 林田憲治田川市
都城市 I/ 松野正徳小倉南区 福岡産業振興協議会高山健次嘉麻市
京都郡 I/ 妹川 尚生基山町 II 塩井朝人ハ幡東区
粕屋町 1/ 御田良知太宰府市 II 安田 剛姶良郡
ハ幡東区 （社）全日本菊花連盟会長賞深川ユキ子小倉南区 I/ 川崎 新一宮崎
宗像市 II 白壁富士夫大野城市 九州旅客鉄道社長賞永田ツルミ宗像市
中津市 九州・山口花荊國芸連絡協員会長貫佐藤 秀俊行橋市 II 籾井 弘己嘉穂郡
鳥栖市 II 関本 和代飯塚市 福岡県花弁園芸姐合連合会長貫野中 昭夫西松浦郡
田川郡 I/ 丹下民平戸畑区 I/ 坂本 栄中間市
大野城市 II 犬童重光ハ幡西区 // 安田 剛鹿児島
小倉北区 II 見城秀樹大野城市 II 図師章夫佐土原町
ハ女市 I/ 川崎 新一北諸県郡 福岡県花井市場協議会長賞花田 憲一若松区
鳥栖市 II 冨金原正史宗像市 II 塩井朝人ハ幡東区
大村市 福岡県農業協同絹合中央会長貫青木 利康小倉南区 I/ 大塚 孝二大分市
大野城市 II 豊原 勇別府市 II 木下みつ子大野城市

※以下、受賞者につきましては、紙面の都合上割愛させていただきます。受賞された方々の更なる御健勝を御祈念申し上げます。

内閣総理大臣賞
農林水産大臣賞
文部科学大臣賞
総務大臣賞
法務大臣賞
外務大臣賞
財務大臣賞
厚生労働大臣賞

経済産業大臣賞
国土交通大臣賞
環境大臣賞
内閣官房長官賞
防衛庁長官賞
衆議院議員山崎拓賞
衆議院議員渡辺具能賞
宗像大社宮司賞

// 

// 

// 

// 

九州農政局長賞
福岡県知事賞

// 

// 

// 

佐賀県知事賞
長崎県知事賞
熊本県知事賞

治
光
義
昭
治
己
喜
夫
実
治
光
子
喜
義
生
宏
子
志
枝
則
男
弘
一
和
次
男
春
喜

良
義
太
昭
弘
征
澄
隆
義
紀
常
太
睦
直
豊
実
善
正
静
国
順
正
敬
静
正
常

由

谷
田
田
田
中
井
田
口
末
地
村
光
尾
田
原
田
田
畑
原
原
武
金
越
本
巣
武
川
尾

長
時
和
池
田
籾
倉
三
宮
宮
野
重
松
和
石
保
浜
田
宮
古
生
赤
船
山
鳥
生
相
松
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御
嶽
神
社
祭
、
宮
崎
地

沖
・
中
両
宮
秋
季
大
祭
斉
行
区
で
厳
島
神
社
祭
を

筑
前
大
島
・
中
津
宮
で
は
慣
例
；
そ
れ
ぞ
れ
斎
行
。

に
よ
り
旧
暦
で
祭
典
が
行
わ
れ
る
i
そ
の
後
、
午
前
十
一
時
か
ら
中

事
が
多
く
、
中
津
宮
の
春
秋
大
祭
]
津
宮
で
秋
季
大
祭
が
斎
行
さ
れ
、

も
そ
の
び
と
つ
で
あ
り
、
本
年
は
十
一
神
島
宮
司
を
祭
主
に
、
氏
子
奉
幣

一
月
五
日
（
旧
暦
九
月
十
五
日
）
に
]
使
と
し
て
河
野
幸
一
氏
（
大
島
・
西

恒
例
の
沖
津
宮
・
中
津
宮
秋
季
大
·
区
）
が
奉
仕
し
、
厳
粛
に
祭
典
が
行

祭
が
斎
行
さ
れ
た
。
：
わ
れ
た
。

秋
の
大
祭
で
は
古
く
か
ら
島
内
i
祭
典
後
の
午
後
一
時
半
か
ら
は

各
地
区
よ
り
演
芸
の
奉
納
も
あ
．
奉
納
演
芸
大
会
が
始
ま
り
、
各
地

り
、
毎
年
盛
り
上
が
り
を
見
せ
て
お
」
区
か
ら
舞
踊
や
演
芸
、
カ
ラ
オ
ケ
な

り
、
大
祭
前
日
に
は
沖
・
中
両
宮
奉
：
ど
の
手
作
り
の
出
し
物
が
披
露
さ

賛
会
（
佐
藤
千
里
会
長
）
、
同
翼
賛
i
れ
、
大
勢
の
観
客
が
境
内
を
埋
め

会
（
上
野
美
実
会
長
）
の
こ
奉
仕
に
]
尽
く
す
中
、
出
演
者
が
お
祝
い
に
飴

よ
り
立
派
な
舞
台
も
完
成
し
た
。
：
や
お
菓
子
な
ど
を
撒
い
た
り
し
な

明
け
て
大
祭
当
日
は
天
候
に
恵
こ
か
ら
、
約
二
時
間
に
亘
り
賑
わ
い
を

ま
れ
、
十
一
月
と
は
思
え
な
い
程
の
見
せ
、
本
年
の
沖
・
中
両
宮
秋
季
大

陽
気
の
中
、
沖
津
宮
遥
拝
所
で
沖

3祭
を
無
事
に
終
了
し
た
。

津
宮
大
祭
、
大
島

の
最
高
峰
に
鎮
座

す
る
御
嶽
山
頂
で

古賀市の小田勉氏

「信国」の刀を奉納
1 1 月 18日、古賀市在住の小田勉氏より刀一口が奉

納された。
奉納刀は、筑前国（現・福岡県）の刀工作で、銘筑州

住源信国重包茶色塗鞘持付である。小田勉氏の御先
祖は、黒田藩の儒者の家系で家訓により所蔵の刀剣は
門外不出とされていたが、当大社開催の刀剣展にも例
年御好意により出品していただいており、今回の奉納と
なった。
当日は、午前 1 1 時から本殿で奉納式斎行。続いて、

神島宮司より感謝状、記念品の贈呈、その後勅使館で
直会となった。
小田氏他お孫さんも含め十名が参列され神島宮司、
高向権宮司他担当職員、当大社の刀剣を管理いただ
いている藤川宣重神宝館元館員らで接遇した。
直会は、終始和やかなムードで進み、小田氏や親類

の方々には、祭典を行い直会をするという神人和楽の
姿を充分堪能いただいた
ように思う。
小田氏の御好意によ

って奉納された刀を、当
大社は責任をもって後世
に伝えていきたいと切に
思う。

十
月
二
十
九
日
、
葦
津
嘉
之
宮
司
の
二
十
一
興
産
店
主
出
光

年
祭
が
執
り
行
わ
れ
た
。
一
佐
三
翁
の
こ
援

祭
典
は
箱
崎
の
葦
津
家
で
、
喪
主
・
葦
津
宮
．
助
を
得
て
、
久
保
輝
雄
宮
司
を
補
佐
し
、
神
域

司
の
こ
長
男
葦
津
敬
之
氏
（
神
社
本
庁
主
事
）
i
を
往
古
の
姿
に
復
興
す
べ
く
心
血
を
注
が
れ
、

が
勤
め
ら
れ
、
斎
主
を
当
大
社
葦
津
幹
之
禰
~
昭
和
の
大
造
営
を
進
め
ら
れ
た
。

宜
（
次
男
）
奉
仕
に
よ
り
、
こ
迫
族
•
こ
親
族
を
一
大
造
営
後
、
昭
和
四
十
七
年
久
保
宮
司
の

始
め
、
こ
親
友
、
又
当
大
社
よ
り
旋
父
・
太
田
i
後
任
と
し
て
宮
司
に
就
任
後
も
、
神
苑
の
護

両
名
営
宮
司
、
神
島
宮
司
参
列
の
も
と
斎
行
]
持
と
拡
張
に
と
休
む
間
も
な
く
東
奔

さ
れ
た
。
一
西
走
し
続
け
ら
れ
、
第
二
宮
・
第
三

葦
津
宮
司
は
昭
和
三
十
四
年
、
神
宮
よ
り
．
宮
の
再
興
、
神
宝
館
・
儀
式
殿
の
建

当
大
社
権
禰
宜
と
し
て
赴
任
、
当
時
の
大
社
i
設
と
そ
の
秀
で
た
手
腕
と
行
動
力

は
、
戦
後
の
混
乱
し
た
社
会
情
勢
の
中
で
、
財
]
に
よ
っ
て
、
次
々
に
御
造
営
を
進
め

力
も
乏
し
く
、
未
だ
荒
廃
の
状
態
に
あ
っ
た
一
ら
れ
、
今
日
の
宗
像
大
社
を
築
き

御
社
の
復
興
を
生
涯
の
悲
願
と
さ
れ
、
出
光
．
上
げ
ら
れ
た
。

一
奉
職
以
来
二
十
八
年
間
に
亘
り
御
神
徳
の

一
宣
揚
と
維
持
連
営
に
献
身
的
奉
仕
に
徹
せ
ら

五
、
昭
和
六
十
一
年
十
一
月
八
日
、
帰
福
途

一
中
の
航
空
機
内
で
急
性
心
不
全
に
よ
り
、
五

．
十
四
年
と
い
う
短
い
生
涯
を
終
え
ら
れ
た
。

一
年
祭
終
了
後
、
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
博

・
多
に
胚
い
て
直
会
の
席
が
設
け
ら
れ
、
参
列
者

i
―
同
葦
津
宮
司
の
在
り
し
伯
に
想
い
を
馳
せ

な
が
ら
、
偲
び
ぬ
m
-
9
゜
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大
社
状
詠
虹
歌
大
会

\, 

S

福
岡
県
知
事
賞
に
福
岡
市
の
山
崎
碧
さ
ん

S

一
の
魅
カ
ー
」
の
演
題
に
よ
る
貴
重
な
」
解
説
い
た
だ
き
、
参
加
者
は
真
剣
に
：
が
、
大
会
後
に
行
わ
れ
た
宗
像
大
社
、

一
お
話
を
拝
聴
し
た
。
．
聞
き
入
っ
て
い
た
。
一
宗
像
大
社
歌
会
員
に
宗
像
在
住
の

一
先
生
は
青
山
学
院
大
文
学
部
を
午
後
か
ら
は
、
選
者
そ
れ
ぞ
れ
が
]
「
群
炎
」
「
コ
ス
モ
ス
」
等
の
結
社
会
員

．
卒
業
後
、
福
岡
女
学
院
高
で
教
鞭
担
当
す
る
歌
を
順
番
に
批
評
し
て
．
よ
る
話
し
合
い
の
結
果
、
宗
像
か
ら

第
三
十
五
回
宗
像
大
社
献
詠
短
一
し
た
。
一
を
執
ら
れ
る
傍
ら
、
「
長
風
」
に
入
会
i
い
た
だ
き
、
表
彰
式
を
行
い
無
事
に
]
歌
の
灯
を
消
し
た
く
な
い
と
の
こ
と

I
 

歌
大
会
（
主
催
1
1

宗
像
大
｀
社
歌
当

H

は
生
憎
の
雨
が
降
る
少
し
（
ー
同
九
年
ま
で
）
、
同
八
年
に
長
風
閉
幕
し
た
。
．
で
、
新
た
な
事
務
局
を
立
ち
上
げ

K
、

会
・
毎
日
新
聞
社
、
後
援
ー
福
岡
県
｛
肌
寒
い
天
候
で
あ
っ
た
が
、
境
内
で
は
新
人
賞
を
受
賞
。
同
九
年
か
ら
は
一
ま
た
宗
像
大
社
歌
会
独
自
の
運
｛
継
続
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
話
が

(\ 

他
）
が
、
十
一
月
十
八
日
（
土
）
午
前
一
菊
花
展
が
開
催
さ
れ
て
お
り
、
七
五
i
「
か
り
ん
」
に
入
会
し
、
馬
場
あ
き
子
一
営
が
困
難
と
い
う
こ
と
で
、
今
回
が
一
ま
と
ま
り
、
次
年
以
降
も
開
催
の
方

＋
時
か
ら
当
大
社
清
明
殿
で
開
催
一
三
詣
や
観
菊
者
で
賑
わ
う
中
、
約
」
氏
に
師
事
、
第
一
歌
集
『
六
月
の
扉
』
一
最
後
の
大
会
と
し
て
開
催
さ
れ
た
i
向
で
検
討
さ
れ
て
い
る
。

さ
れ
た
。
i
五
十
名
の
参
加
が
あ
っ
た
。
を
上
梓
し
て
い
る
。
現
在
、
か
り
ん
福
一

選
者
に
は
今
大
会
講
師
の
桜
川
]
先
ず
、
今
回
事
務
局
に
寄
せ
ら
れ
岡
支
部
長
、
福
岡
市
歌
人
会
理
事
[

冴
子
先
生
、
中
西
輝
磨
先
生
、
山
一
た
参
加
者
直
筆
の
詠
草
一
三
七
首
]
を
務
め
る
と
共
に
、
現
代
歌
人
集
人
一

崎
源
太
郎
先
生
、
青
木
昭
子
先
生
、
を
神
前
に
捧
げ
神
事
を
行
い
、
参
加
会
の
会
員
で
あ
る
。
平
成
十
五
年
に

つ
き
ひ
と
を
の
こ

大
野
展
男
先
生
の
五
名
を
お
招
き
一
者
は
神
妙
な
面
持
ち
で
臨
ん
だ
。
そ
i
は
第
二
歌
集
「
月
人
壮
子
」
を
上
梓
、
一

し
て
高
向
権
宮
司
が
こ
の
こ
福
岡
市
文
学
賞
を
受
賞
さ
れ
て
い
i

短
歌
大
会
の
歴
史
を
交
え
i
る
。
現
在
四
十
五
歳
。

て
の
挨
拶
を
行
っ
た
。
一
講
演
は
、
万
葉
集
に
あ
る
宗
像
神
i

続
い
て
は
、
例
年
参
加
者
一
に
関
わ
る
大
伴
坂
上
郎
女
の
歌
「
大
一

が
楽
し
み
に
し
て
い
る
講
演
一
汝
少
彦
名
の
神
こ
そ
は
名
づ
け
そ
一

に
は
福
岡
市
よ
り
桜
川
冴
一
め
け
め
名
の
み
を
名
児
山
と
負
一

子
先
生
を
お
招
き
し
、
「
お
一
び
て
わ
が
恋
の
千
重
の
一
重
も
一

い
し
い
短
歌
ー
現
代
短
歌
一
慰
め
な
く
に
」
を
最
初
に
取
り
上
げ
、
一

一
万
葉
集
の
枕
詞
は
現
代
短
歌
に
も
一

一
生
き
て
い
る
と
、
現
代
歌
人
の
短
歌
i

一
も
取
り
上
げ
、
「
お
い
し
い
」
部
分
を
一

▲講師の桜川冴子先生

【
選
者
賞
】

宗
像
大
社
宮
司
賞

宮
原
ま
す
み
（
福
岡
市
城
南
区
）

一
宗
像
大
社
歌
会
会
長
賞

一
長
井
祝
子
（
福
岡
市
早
良
区
）

【
特
別
賞
】

一
宗
像
大
社
氏
子
会
会
長
賞

福
岡
県
知
事
賞

山
崎
碧
（
福
岡
菊
滅
璃
区
）
一
高
田
弘
志
（
大
野
城
市
南
ヶ
丘
）

一
宗
像
大
社
賞

枯
れ
草
の
な
か
に
ほ
つ
ほ
つ
土
筆
坊
＂

一
大
畑
真
紀
子
（
山
口
県
下
関
市
）

雨
余
の
河
原
の
春
の
紋
章

一
永
富
辣
（
宗
像
市
池
田
）

福
岡
県
教
育
委
員
会
賞

一
毎
日
新
聞
社
賞

高
屋
淳
子
（
福
岡
市
東
区
）
．

~
石
松
知
子
（
宗
像
市
日
の
里
）

す
れ
違
う
若
き
力
士
ら
巨
体
か
ら
＂

一
高
田
弘
志
（
大
野
城
市
南
ヶ
丘
）

あ
ふ
れ
る
ば
か
り
に
コ
ロ
ン
が
香
る
＂

一
浜
口
秋
雄
（
中
間
市
深
江
）

宗
像
市
長
賞

~
北
崎
薫
（
古
賀
市
）

下
田
朝
子
（
福
岡
市
南
区
）
＂

戦
場
に
み
た
ま
と
な
り
し
投
手
あ
り
、
i

ゆ
め
兵
器
な
る
斎
藤
佑
樹
i
i

宗
像
市
教
育
委
員
会
賞

木
原
房
子
（
宗
像
市
大
井
）
一

天
つ
媛
祀
り
し
伊
野
の
神
苑
の
一

深
き
木
立
に
汗
の
ひ
き
ゅ
＜

毎
日
新
聞
社
特
別
賞

巻
桔
梗
（
宗
像
市
田
久
）
ひ
一

ま
冬
H
の
夕
か
た
ま
け
て
と
も
る
神
燈
の
一

ほ
の
ぼ
の
明
か
し
高
宮
の
へ
の
道
一

入
選
歌
並
び
に
各
賞
受
賞
者
は
次
の
通
り
（
敬
称
略
）
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十
一
月
六
日
、
恒
一
も
バ
テ
始
め
、
被
安
打
・
四
球
を
連
発
し
逆
転
を

例
の
太
宰
府
天
満
宮
一
許
す
と
、
以
降
は
逆
転
に
次
ぐ
逆
転
で
選
手
・
ベ

と
の
親
善
野
球
大
会
一
ン
チ
共
に
大
盛
り
上
が
り
の
シ
ー
ソ
ー
ゲ
ー
ム
と

が
、
福
津
市
「
あ
ん
ず
一
な
り
、
最
後
は
当
大
社
の
裏
の
攻
撃
を
残
し
な
が

の
里
運
動
公
園
球
―
ら
も
六
回
表
で
時
間
切
れ
。
結
局
十
対
九
で
惜

場
」
（
秋
季
は
当
大
社
一
敗
し
当
大
社
の
連
勝
は
三
で
ス
ト
ッ
プ
と
な
っ
た
。

当
番
）
で
行
わ
れ
た
。
一
試
合
後
は
当
大
社
「
五
月
寮
」
に
お
い
て
太
宰

前
日
の
雨
で
開
催
一
府
天
満
宮
西
高

が
多
少
心
配
さ
れ
た
一
辻
宮
司
、
当
社
神
島

が
、
な
ん
と
か
持
ち
こ
一
宮
司
出
席
の
下
、
そ

た
え
予
定
通
り
午
後
一
れ
ぞ
れ
後
発
の
面
々

三
時
よ
り
の
試
合
開
一
も
加
わ
り
総
勢
八
十

始
と
な
っ
た
。
一
名
の
懇
親
会
が
行
わ

試
合
は
序
盤
か
ら
当
大
社
が
優
勢
に
進
め
着
：
れ
、
よ
り
一
層
の
親

実
に
得
点
を
重
ね
る
も
、
先
発
長
友
が
四
回
早
く
一
睦
を
深
め
た
。

二
代
約
一
六0
名
が
参
列
し
、
「
神
宮
大
麻
」
は
沖

一
宗
利
宗
像
支
部
神
社
総
代
会
会
長
に
、
「
宗
像

一
一
大
社
神
符
」
は
安
部
照
生
宗
像
大
社
氏
子
会
会

十
一
月
十
六
日
午
前
十
一
時
よ
り
新
年
に
一
長
へ
と
そ
れ
ぞ
れ
手
渡
さ
れ
た
。

頒
布
す
る
神
宮
大
麻
並
び
宗
像
大
社
神
符
頒
一
祭
典
後
、
清
明
殿
で
式
典
が
開
催
さ
れ
、
永

布
始
祭
が
、
当
大
社
祈
願
殿
で
阿
部
信
宗
像
支
一
年
に
亘
り
斯
界
に
寄
与
さ
れ
た
神
社
功
労
者

部
副
支
部
長
（
宮
地
嶽
神
社
禰
宜
）
斎
主
の
も
一
の
表
彰
伝
達
式
が
行
わ
れ
た
。

通
）

と
斎
行
さ
れ
た
。
一
り

次
島
福
崎

当
日
は
福
岡
県
神
社
一
の
間

庁
田
村
靖
邦
氏
（
筈
崎
宮
一
は
大
東
鐘

宮
司
）
を
お
迎
え
し
、
当
―
玉
〖
げ
ご

大
社
神
島
宮
司
高
向
正
一
子
二
子
人
勝
権
彦

ら
氏
俊
氏
義
安

秀
宗
像
支
部
長
（
当
大
社
一
け
社
社
社
社

受
大
本
大
本
神
田
大
山

権
宮
司
）
を
始
め
、
宗
像
一
を
像
宮
像
塚
幡
七
像
杉
彰
宗
宗
織
宗

支
部
内
の
神
職
・
氏
子
総
一
表

番組放送のお知らせ 既に始まっている番組もありますが、以下3番組が放送される
連絡を受けましたので、お知らせいたします。

①「さわやか自然百景～福岡・沖ノ島～」
NHK制作（全国放送）
世界遺産を目指す島「沖ノ島」。この島を文化・歴史面で捉えた番組は

数多く放送されてきましたが、この度NHKが沖ノ島の自然を中心に番組を

制作。今年の9 ・ 10月と島に渡り、オーストラリアや東南アジアから毎年繁

殖に渡ってくる 10万羽に及ぶ「オオミズナギドリ」を中心に取材しました。意

外と知らない沖ノ島の自然を御覧下さい。

1 1 月25日（土） 7:30~7:44
11 月26日（日） 7:45~7:59
1 1 月30日（木） 11 :05~11 : 19 
12月 1 日（金） 11 :40~11 :54 
12月 2日（土） 5:00~5:14 
12月 3日（日） 5:00~5:14 

BShi 
総合テレピ
総合テレピ
衛星第二
教育テレピ
衛星第二

②「窓を開けて九州」
RKB毎日放送制作（九州6局ネット）
当大社沖ノ島勤務の交代船「宝栄丸」の船長佐藤守さんに密着。沖ノ島の

中でも、秘密のベールに包まれた場所「黄金谷」に初めてカメラが入りました。

| 12月 17日（日） 10:00~(15分） 1

③「新・九州遺産 波涛を越えて～玄界灘の四季～（仮）」
RKB毎日放送（九州6局ネット）
JNN九州沖縄7局 (TBS系列）が97年から続けているシリーズ「九州

迫産」。2000年度の第4回シリーズでは沖ノ島を中心に宗像三宮を取り

上げられ「神の宿る島～海の正倉院・沖ノ島～」はビデオを制作し、社頭

頒布した程の作品でした。今回の第6回シリーズは、範囲が拡がり福岡～

佐賀にまたがる玄界灘の四季を見詰めま丸沖ノ島をはじめ、志賀海神社、

能古島、名護屋城、対馬、壱岐などが登場します。

1 放送日未定（年末になる見込みのようです）



第550号 （第三種郵便物許可） 宗 MUNAKATA 像 平成18年 12月 1 日金曜日 6
 

ム
―
”
工
事
中
に
、
•
も
と
に
し
て
全
国
各
地
の
ナ
ウ
マ
ン

,
7
ア

i
`
'
ー

1

・
／
ほ
ぼ
一
体

□ソ
ウ
の
レ
プ
リ
カ
が
つ
く
ら
れ
て
い

ュ
マ

r`‘` 
幻
"
[
な
品
分
の
骨
が
る
）
。
館
の
前
の
公
園
に
は
、
親
子
の

2
`
^
5
 

”
発
掘
さ
れ
ー
ナ
ウ
マ
ン
ゾ
ウ
が
復
元
さ
れ
、
時
間

て
い
る
。
に
な
る
と
嗚
い
て
い
た
。
現
生
ゾ
ウ

品
福
岡
県
で
一
か
ら
の
嗚
き
声
を
合
成
し
た
も
の

g
 

漂
着
物
学
会
を
開
い
た
北
海
―
中
川
郡
幕
別
の
忠
類
ナ
ウ
マ
ン
象
：
た
。
長
野
県
・
野
尻
湖
で
は
、
野
尻
．
ズ
は
、
那
珂
川
の
i
で
あ
ろ
う
。
忠
頬
村
で
発
掘
さ
れ
た

モ

道
・
襟
裳
岬
の
あ
る
え
り
も
町
郷
土
記
念
館
に
行
っ
た
。
様
似
か
ら
車
で
湖
の
ゾ
ウ
と
し
て
「
野
尻
湖
発
掘
調
ゃ
上
流
・
筑
紫
耶
ナ
ウ
マ
ン
ゾ
ウ
の
骨
は
、
現
在
、
北
海

資
料
館
に
は
、
こ
の
海
岸
で
拾
わ
れ
約
一
時
間
半
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
査
団
」
が
結
成
さ
れ
、
市
民
が
中
心
叩

T
~
5

馬
淡
の
と
こ
ろ
道
開
拓
記
念
館
に
あ
る
。

た
マ
ン
モ
ス
の
臼
歯
が
展
示
さ
れ
て
一
九
六
九
年
（
昭
和
四
十
四
年
）
と
な
っ
て
毎
年
冬
に
な
る
と
発
掘
が
犀
鴫

5
[
t
か
ら
、
ま
た
北
ナ
ウ
マ
ン
ゾ
ウ
の
名
は
、
エ
ド
ム
ン

い
る
。
二
個
あ
っ
た
が
一
個
は
焼
失
二
臭
・
忠
類
村
晩
成
の
農
道
工
事
中
行
わ
れ
て
い
る
。
岩
手
県
・
花
泉
町
九
州
市
平
尾
台
、
ト
・
ナ
ウ
マ
ン
(
-
八
五

0
ー
一
九

し
て
い
る
。
一
に
ナ
ウ
マ
ン
ゾ
ウ
の
骨
が
発
見
さ
の
花
泉
遺
跡
か
ら
は
ナ
ウ
マ
ン
ゾ
ウ
：
糸
田
町
か
ら
も
臼
歯
が
採
集
さ
れ
ニ
一
七
）
の
名
か
ら
で
あ
る
。
ナ
ウ
マ
ン

学
会
の
前
日
に
、
北
海
道
・
様
似
：
れ
、
発
掘
調
査
は
三
回
に
わ
た
っ
て
~
や
オ
オ
ッ
ノ
ジ
カ
、
ハ
ナ
イ
ズ
ミ
モ
リ
て
い
る
。
忠
頗
の
ナ
ウ
マ
ン
ゾ
ウ
は
成
は
ド
イ
ツ
人
の
地
質
学
者
、
ミ
ュ
ン

町
教
育
委
員
会
の
田
中
正
人
氏
や
行
な
わ
れ
た
。
ウ
シ
な
ど
著
名
な
化
石
産
．
獣
の
雄
で
あ
っ
た
。
時
代
は
四
万
数
ヘ
ン
大
学
で
学
び
、
一
八
七
五
年

学
会
員
の
林
重
雄
氏
ら
数
人
と
、
ナ
ウ
マ
ン
ゾ
ウ
は
、
日
本
を
代
表
分
叫
＼
心
格
出
地
で
あ
る
。
大
分
千
年
以
前
と
さ
れ
る
。
全
骨
格
の
七
（
明
治
八
）
日
本
に
招
か
れ
、
東
京

恥
[
i
骨

す
る
化
石
ゾ
ウ
で
、
北
は
薗
冷
l
d
~
込
と
県
大
野
郡
・
代
ノ
原
一
〇
ー
八
0
％
に
当
た
る
四
七
個
あ
i
開
成
学
校
（
後
の
東
京
帝
国
大
学
）

曇
間
＂
~
乱
象

北
海
道
か
ら
、
南
は
沖
摯
繋
勺

\
8

で
は
一
九
八
一
年
り
、
一
体
の
骨
格
配
列
が
も
っ
と
も
で
地
質
学
を
講
じ
、
フ
ォ
ッ
サ
マ
グ

け

縄
ま
で
見
つ
か
っ
て
い
逗
謬
．
立
〖
（
昭
和
五
十
六
年
）
よ
く
残
さ
れ
た
例
で
「
皮
や
肉
が
つ
ナ
（
大
き
な
溝
）
を
発
見
し
、
日
本

ご

る
。
大
陸
と
氷
河
で
陸

A
一
に
国
道
五
七
号
線
い
た
ま
ま
埋
も
れ
た
こ
と
は
明
ら
列
島
の
生
い
立
ち
に
つ
い
て
初
め
て

つ
づ
き
で
あ
っ
た
頃
に
ヽ
ぃ
y
．
か
で
、
発
掘
中
に
も
、
骨
の
ま
わ
り
．
の
体
系
的
研
究
を
な
し
、
ま
た
日

渡
っ
て
き
た
も
の
で
、
i
i
に
脂
状
物
質
が
み
ら
れ
、
コ
ー
ラ
ゲ
：
本
の
ゾ
ウ
化
石
を

ニ
四
万
年
前
か
ら
二
万
年
i
ン
の
存
在
も
推
定
さ
れ
た
」
（
旧
石
は
じ
め
て

前
の
リ
ス
ー
ウ
ル
ム
間
氷
期
．
器
人
の
生
活
と
集
団
・
講
談
社
）
復
研
究
し
た

` 

に
日
本
列
島
全
域
に
そ
の
i
元
骨
格
か
ら
頭
の
高
さ
二
•
四

m
、
•
た
め
ナ
ウ

分
布
を
拡
大
し
た
と
い
わ
れ
．
．
背
の
高
さ
ニ
・
一
五

m
、
全
長
四
・
三
マ
ン
に
与

る
。
日
本
原
人
と
も
接
触
が
~
i

m
、
現
世
の
ア
フ
リ
カ
ゾ
ウ
よ
り
は
i
え
ら
れ
た

推
定
さ
れ
て
い
る
。
小
さ
い
。
も
の
。

香
川
県
の
瀬
戸
内
海
の
．
i
忠
頬
ナ
ウ
マ
ン
象
記
念
館
は
発

海
底
か
ら
は
漁
船
の
網
に
臼
―
]
掘
の
経
過
や
写
真
を
パ
ネ
ル
で
紹
~

歯
や
牙
（
切
歯
）
が
か
か
り
一
介
し
、
中
央
に
全
体
骨
格
の
レ
。
フ
リ
[

「
竜
骨
」
と
呼
ば
れ
た
り
し
i
：
刀
が
置
い
て
あ
る
（
忠
類
の
骨
格
を
i

（続）
’‘‘` ` ·＇▲一，
• • 

1，，ー·
ヽ· --9  
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い
し
い
た
だ
し

復元ナウマン象と臼歯
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厄
年

厄
年
と
は
人
生
の
節
目
で
あ
る

と
と
も
に
、
一
生
の
う
ち
で
災
い
・

災
難
と
い
っ
た
『
厄
』
に
あ
う
お
そ
れ

が
多
い
た
め
、
忌
み
慎
ま
ね
ば
な
ら

な
い
と
い
う
年
で
す
。

特
に
男
性
の
四
十
二
歳
、
女
性
の

三
十
三
歳
は
『
大
厄
』
と
さ
れ
、
そ
の

前
後
の
年
も
『
前
厄
・
後
厄
』
と
い
っ

て
、
最
も
慎
み
忌
む
べ
き
年
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

我
々
日
本
人
の
永
年
の
生
活
習

慣
か
ら
発
生
し
た
、
我
が
国
独
自
の

慣
習
で
あ
り
ま
す
が
、
厄
年
を
迎
え

る
と
我
々
の
先
祖
は
神
社
に
足
を

運
び
、
お
祓
い
を
う
け
避
け
て
き
ま

し
た
。
医
学
的
に
み
て
も
、
男
性
の

四
十
代
は
生
活
習
慣
病
、
女
性
の
三

十
代
は
乳
が
ん
・
子
宮
が
ん
の
発
生

率
が
高
く
な
る
年
代
で
厄
年
と
も

符
合
し
ま
す
。
神
社
で
お
祓
い
を
う

け
、
こ
の
一
年
を
清
々
し
い
気
持
ち

で
お
過
こ
し
く
だ
さ
い
。

は
っ
ぼ
う
ふ
さ
が
り

八
方
塞

陰
陽
道
で
ど
の
方
向
に
向
か
っ
て

事
を
成
し
て
も
、
不
吉
の
結
果
を
生

ず
る
年
齢
と
さ
れ
、
転
居
、
結
婚
、
新

し
く
事
を
は
じ
め
る
方
は
要
注
意

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

あ
ん
け
ん
さ
つ

暗
剣
殺

「
九
星
術
」
で
そ
の
年
の
五
黄
土

星
と
相
対
す
る
方
位
で
、
最
も
慎
ま

ね
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
る
大
凶
の

年
廻
り
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

昭
和
4
0
年
一
後
厄
（
男
）
・
暗
剣
殺

昭
和

3
7年
ハ
方
塞

昭
和
3
1年
一
暗
剣
殺

昭
和

2
8年
ハ
方
塞

昭
和

2
3年
一
前
厄
（
男
）

昭
和

2
2年＿
大
厄
（
男
）
・
暗
剣
殺

昭
和
2
1年
＿
後
厄
（
男
）

昭
和
1
9年
ハ
方
塞

昭
和
1
3年
＿
暗
剣
殺

昭
和
1
0年
ハ
方
塞

昭
和
元
年

ハ
方
塞

大
正
9

年
＿
暗
剣
殺

昭
和
4

年
＿
暗
剣
殺

大
正
6

年

ハ
方
塞

生
ま
れ
年

厄

平
成
1
3年
＿
暗
剣
殺

平
成
1
0年
ハ
方
塞

平
成
4
年
一
暗
剣
殺

平
成
2

年
一
前
厄
（
女
）

平
成
元
年
一
大
厄
（
女
）
・
ハ
方
塞

昭
和

6
3
年
一
後
厄
（
女
）

昭
和
5
9
年
一
前
厄
（
男
）

昭
和

5
8年＿
大
厄
（
男
）
・
暗
剣
殺

昭
和

5
7年一
後
厄
（
男
）

昭
和

5
5年
ハ
方
塞

昭
和
5
1年
＿
前
厄
（
女
）

昭
和

4
9年一
後
厄
（
女
）
・
暗
剣
殺

昭
和

4
7年一
前
厄
（
女
）

昭
和

4
6年一
大
厄
（
女
）
・
ハ
方
塞

昭
和

4
5年＿
後
厄
（
女
）

生
ま
れ
年

厄

宗像大社疇
交通規制のお知らせ

，ー
●平成17年

12月31 日午後9時から

平成18年

1 月 1 日午後9時まで

●平成18年

1 月 2日～ 1 月4日

午前9時から午後7時まで

※交通状況により、規制時

問を変更することがあります。

凡例

＊一 宗像大社順路

[Cl] 一方通行

[`[] 歩行者用道路

゜
車両進入禁止

口 交通信号機

一
駐 車 場

池田

＂＼至岡垣町
ペ多礼ダム／／二

※主妻地点から宗像大社までの距離
＊東郷橋交差点から 4.1km 
＊日の里北口交差点から 4.1km 
＊神湊交差点から 2.0km 
＊瀬戸交差点から 3.3km 

初詣期間中、交通の安全と円滑を図

るため、臨時交通規制を実施します。
皆様のご協力をお願い致します。
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福
津
市
中
央
池
浦
千
鶴
子

天
気
予
報
見
る
た
び
癖
と
な
り
に
け
り
子
や
は
ら
か
ら
の
遠
く
い
ま
せ
ば

三
句
は
原
作
で
は
意
味
が
通
じ
な
い
。
二
句
は
「
見
る
の
が
」
。
結
句
も
身
内
に

回
巴
「
い
ま
せ
ば
」
の
尊
敬
語
は
お
か
し
い
。
「
遠
く
ゐ
る
ゆ
ゑ
」
と
す
べ
き
で
あ
る
。

福
津
市
若
木
台
精
一

馬
場
に
沿
び
ア
ワ
ダ
チ
草
の
色
づ
け
り
ト
ロ
ッ
ト
の
少
女
に
コ
ー
チ
の
声
飛
ぶ

乗
馬
ク
ラ
ブ
だ
ろ
う
。
作
者
の
少
女
に
対
す
る
い
た
わ
り
の
こ
こ
ろ
が
見
え
、
淡

回
彩
風
の
ス
ケ
ッ
チ
で
あ
る
が
い
い
。

宗
像
市
田
久
巻
桔
梗

せ
と

玄
海
の
迫
門
ふ
た
わ
け
て
御
座
船
を
ま
も
り
み
ち
び
く
数
百
の
ふ
ね

回
鱈
『
汀
汀
丘
豆
汀

0れ
で
は
新
聞
の
記
事
と
さ
し
て
変
ら
な
い
。

宗
像
市
東
旭
ヶ
丘
天
野
玲
子

五
時
を
過
ぎ
惣
菜
売
場
は
五
割
引
き
若
き
に
混
り
一
品
を
買
う

品
を
買
う
」
は
事
実
そ
の
ま
ま
だ
ろ
う
が
、
「
い
く
つ
か
を
買
う
」
と
し
た
方

匿
誓
蘊
の
活
気
と
混
雑
ぶ
り
が
出
る
。
虚
構
で
は
な
い
、
詩
的
真
実
で
あ
る
。

宗
像
市
大
井
木
原
ふ
さ
子

黄
に
朱
に
敷
き
し
落
葉
の
坂
を
来
て
御
堂
の
わ
き
の
句
碑
に
行
ち
た
り

景
は
す
で
に
詠
わ
れ
て
来
た
も
の
だ
が
、
「
坂
を
来
て
」
で
我
に
活
気
を
帯
び

匿
い
。
短
詩
型
で
は
丁
寧
な
描
写
が
大
切
で
あ
る
と
い
う
教
訓
の
よ
う
な
作
。

福
津
市
在
自
増
田
武
光

秋
耕
の
長
き
一
日
舞
い
降
り
て
来
し
白
烈
を
友
と
し
た
り
て

た
り
て
」
の
た
り
は
完
了
の
助
動
詞
な
の
で
こ
こ
は
「
友
と
す
」
と
現
在
形
に
す
べ

回
い
一
＿
句
以
下
は
「
吾
が
そ
ば
に
舞
ひ
降
り
て
来
し
惣
を
友
と
す
」
は
い
か
が
。

野
間

oo 狂
歌
会
詠
草

大
野
展
男
選
毎
月

2
5日
メ
切

福
津
市
星
ヶ
丘
佐
々
木
和
彦

桜
島
そ
の
全
体
を
熔
岩
の
こ
と
く
に
描
き
し
垣
田
正
弘

桜
島
に
魅
せ
ら
れ
て
描
い
た
画
家
は
多
い
が
、
垣
田
正
弘
と
は
ど
ん
な
人
だ
ろ
う

匿
か
、
知
名
度
の
程
度
も
あ
り
個
有
名
詞
、
特
に
人
を
歌
に
詠
む
の
は
む
つ
か
し
い
。

福
岡
市
南
区
井
田
有
久
衣

帰
宅
せ
ば
和
服
に
着
替
え
豆
腐
に
て
晩
酌
を
せ
し
夫
は
い
ま
さ
ず

図
昇
汀
で
の
歌
、
気
持
は
判
る
が
、
池
浦
作
品
と
同
じ
く
結
句
は
再
考
し
て

宗
像
市
日
の
里
大
和
美
由
紀

ょ
ち
ょ
ち
と
足
許
に
来
る
や
は
ら
か
き
子
犬
抱
き
て
心
な
こ
め
る

な
こ
め
る
」
迄
は
言
わ
な
い
方
が
い
い
。

回
‘
い
以
下
「
ま
白
な
子
犬
を
抱
け
ば
あ
あ
や
は
ら
か
し
」
な
ど
と
。

宗
像
市
田
野
森
甲
子

毒
花
と
か
捨
て
小
花
と
ふ
彼
岸
ば
な
今
は
棚
田
の
風
物
詩
と
な
る

然
破
壊
か
ら
や
っ
と
回
帰
の
風
潮
と
な
っ
た
象
徴
と
し
て
の
彼
岸
花
で
あ
る
。

回
胴
花
に
は
六
っ
つ
の
異
称
が
あ
り
い
か
に
庶
民
の
花
で
あ
っ
た
か
が
判
る
。

宗
像
市
池
田
森
龍
子

か
た
ち

朝
の
冷
え
嘘
の
よ
う
な
る
昼
暑
し
木
の
葉
も
な
べ
て
水
欲
る
形

昼
暑
し
と
終
止
形
に
す
る
と
上
句
は
俳
句
で
あ
る
。

o
o「
昼
暑
く
」
と
連
用
形
に
し
た
い
。

無
名
氏

平
ス
ボ
ン
に
プ
ラ
モ
デ
ル
持
つ
七
歳
子
二
児
の
親
と
な
り
く
ら
し
に
追
わ
る
る

回
汀
讐
口
瓢
鱈
胃
認
豆
三
い
虹
汀
0ぁ
る
、
た
た
歌
と

北
九
州
市
八
幡
竹
内
結
子

烏
料
理
や
き
烏
手
羽
揚
げ
次
の
品
に
わ
と
り
料
理
も
う
ケ
ッ
コ
ー

回
コ
註
疇□鱈
賢
嗜
ぃ
、
い
か
に
も
若
々
し
い
歌
。

口
裳株コ
すの 1
そこヒ
赤と 1
く語を
びり飲
きてみ
つをつ
つりつ
巫し皿
女老こ
さ人ゆ
んら老
茶こい
を~の人

預頃と
ヘ見若
るえき
社ず女
の喫の
歌茶ち
会スぐ
のテは
爺 l ぐ
ばシ会
ばヨ話
たン
ち

に心委芦，る

かーン

育
て
た
る
西
瓜
供
え
て
頂
き
ぬ

三
浦
美
千
代

目
高
知
ら
ぬ
子
の
多
く
な
り
鴎
の
か
げ
る

田
中
雨
葉

ひ
と
駅
こ
と
街
騒
を
ぬ
け
鰯
雲

木
原
房
子

池
浚
ふ
わ
れ
に
ま
つ
わ
る
赤
蜻
蛉

宗
像
市
東
郷
田
中
憲
象

白
神
の
踏
む
や
滲
む
落
葉
か
な

「
メ
タ
ポ
リ
ッ
ク

」
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
」

に
つ
い
て
、
以
前
こ
の
欄
で
触
れ
ま
し
た
ら

「
ど
っ
か
悪
い
の
か
？
」
「
病
気
？
」
と
い
う
心

配
を
皆
様
か
ら
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
中

問
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ウ
エ
ス
ト
は

計
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
体
重
で
約

5

g
r

体
脂

肪
で
約
2

％
落
ち
ま
し
た
▼
陽
も
短
く
な

り
、
九
州
で
も
六
時
に
は
暗
く
な
り
ま
す
が
、

な
る
べ
く
歩
く
よ
う
に
は
し
て
い
ま
す
。
長
続

き
し
な
い
割
り
に
は
、
我
な
が
ら
よ
く
続
く

と
思
い
ま
す
が
、
実
際
歩
く
こ
と
に
よ
っ
て
い

ろ
い
ろ
考
え
、
帰
り
着
く
と
自
分
自
身
が
ポ

ジ
テ
ィ
ブ
に
な
っ
て
い
る
の
で
続
け
ら
れ
て
い

る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
▼
実
際
、
こ
の
裏
付
け

を
知
り
ま
し
た
。
歩
き
は
じ
め1
5分
で
B

エ

ン
ド
ル
フ
ィ
ン
（
脳
を
活
性
化
、
楽
し
い
こ
と

を
考
え
始
め
る
）
が
、2
0
S
3
0

分
で
ド
ー
バ
ミ

ン
（
高
揚
感
、
や
る
気
、
ひ
ら
め
き
）
、

4
0分で

セ
ロ
ト
ニ
ン
（
安
定
·
充
足
感
、
考
え
を
ま
と
め

る
）
と
い
う
三
種
類
の
ホ
ル
モ
ン
が
脳
内
か
ら

分
泌
さ
れ
る
そ
う
で
す
▼
メ
タ
ポ
リ
ッ
ク
で
な

い
方
も
、
何
か
考
え
事
で
も
あ
る
時
に
は
、
海

や
山
の
景
色
を
楽
し
み
な
が
ら
、
歩
い
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？
（

M
o
)
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